
二
〇
二
二
年
一
月
九
日
、
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
の
福
田
晃
先
生
が
亡
く

な
ら
れ
た
。
九
十
歳
の
誕
生
日
を
目
前
に
さ
れ
て
の
ご
逝
去
で
あ
っ
た
。

先
生
は
一
九
三
二
年
一
月
二
十
六
日
、
福
島
県
会
津
若
松
市
で
お
生
ま
れ

に
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
三
月
に
高
校
卒
業
後
、
五
年
間
の
社
会
人
生
活
を

経
て
一
九
五
五
年
四
月
に
国
学
院
大
学
文
学
部
入
学
。
一
九
五
九
年
三
月
卒

業
後
、
同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
修
士
課
程
に
進
学
。
一

九
六
二
年
三
月
に
同
課
程
修
了
、
引
き
続
き
博
士
課
程
に
進
学
。
一
九
六
五

年
三
月
、
国
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
課
程
を
単

位
取
得
（
大
学
院
在
籍
中
に
は
東
京
都
立
三
田
高
校
・
同
足
立
高
校
教
諭
と

し
て
勤
務
）。
同
年
四
月
よ
り
大
谷
女
子
短
期
大
学
助
教
授
、
翌
年
四
月
よ

り
大
谷
女
子
大
学
専
任
講
師
、
一
九
六
八
年
四
月
よ
り
同
大
学
助
教
授
を
歴

任
、
一
九
七
一
年
四
月
に
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ

た
。
そ
の
翌
々
年
四
月
教
授
昇
任
、
そ
の
後
一
九
九
七
年
三
月
に
定
年
退
職

を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
立
命
館
大
学
文
学
部
の
研
究
・
教
育

に
尽
力
さ
れ
た
。
同
年
四
月
に
は
名
誉
教
授
、
そ
し
て
特
任
教
授
と
し
て
引

き
続
き
指
導
に
当
た
ら
れ
た
（
特
任
教
授
は
二
〇
〇
二
年
三
月
退
任
）。
そ

の
間
、
一
九
八
五
年
三
月
に
は
国
学
院
大
学
よ
り
博
士
学
位
を
取
得
さ
れ
て

い
る
（
学
位
論
文
は
「
神
道
集
説
話
の
成
立
」。
一
九
八
三
年
五
月
、
三
弥

井
書
店
よ
り
七
七
八
頁
の
大
著
と
し
て
刊
行
）。

先
生
の
ご
研
究
は
国
学
院
大
学
大
学
文
学
部
四
年
生
次
の
卒
業
論
文
の
テ

ー
マ
と
し
て
恩
師
臼
田
甚
五
郎
氏
か
ら
「
諏
訪
縁
起
」
の
一
本
『
諏
訪
明
神

縁
起
』
を
貸
与
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
大
学
院
進
学
後
も
甲
賀
三
郎
譚
を

追
い
求
め
て
甲
賀
・
信
濃
を
調
査
し
、
そ
の
伝
承
管
理
者
が
諏
訪
信
仰
を
布

教
す
る
陰
陽
師
系
の
巫
祝
集
団
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
文
字
文
芸
が
宗
教
者
集
団
の
管
理
し
て
き
た

伝
承
説
話
を
も
と
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
次
に
巫
祝
集
団
の
死
霊
鎮
魂
と
関
わ
る

「
曽
我
語
り
」
な
ど
の
軍
記
物
語
や
「
小
栗
語
り
」
な
ど
の
説
経
の
問
題
へ

と
向
か
わ
れ
た
。
ま
た
、
昔
話
の
調
査
・
研
究
に
携
わ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
甲
賀
三
郎
譚
の
話
型
を
世
界
各
地
の
類
話
と
比
較
し
て
原
話
を
想
定

し
、「
諏
訪
縁
起
」
の
成
立
過
程
を
推
定
さ
れ
た
（
こ
う
し
た
説
話
の
国
際

比
較
の
問
題
は
鍛
冶
文
化
と
関
わ
る
炭
焼
き
長
者
譚
や
馬
の
文
化
と
関
わ
る

福
田
晃
先
生
の
学
問
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英
雄
叙
事
詩
の
国
際
比
較
の
研
究
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
）。
昔
話
と
「
御
伽
草

子
」
と
の
関
わ
り
も
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
奄
美
・
沖
縄
地

域
に
お
け
る
民
間
文
芸
の
調
査
・
研
究
も
先
生
の
研
究
に
大
き
な
展
開
を
も

た
ら
し
た
。
奄
美
ユ
タ
が
保
持
す
る
日
光
感
精
神
話
の
巫
祖
祭
文
は
中
世
の

巫
祝
集
団
が
伝
承
し
た
で
あ
ろ
う
祭
文
の
実
態
を
推
定
し
、『
神
道
集
』
説

話
の
成
立
を
論
じ
ら
れ
る
上
で
の
大
き
な
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ま

た
、
先
生
が
直
接
取
材
さ
れ
た
奄
美
ユ
タ
や
宮
古
カ
ン
カ
カ
リ
ヤ
ー
の
成
巫

譚
は
折
口
信
夫
「
国
文
学
の
発
生

第
一
稿
」（『
古
代
研
究

国
文
学
篇
』

所
収
）
を
進
展
・
深
化
さ
せ
る
核
心
的
な
資
料
と
な
っ
た
。
奄
美
・
沖
縄
地

域
、
い
わ
ゆ
る
「
南
島
」
の
伝
説
・
昔
話
は
本
土
地
域
の
そ
れ
と
内
容
や
性

格
、
伝
承
形
態
な
ど
に
お
い
て
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
調
査
を
中
心
的
に

進
め
ら
れ
る
な
か
で
こ
れ
も
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
研
究
成
果
は
『
南
島
説
話
の
研
究

日
本
昔
話
の
原
風
景
』（
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
九
二
年
）
と
し
て
結
実
し
た
。

先
生
は
定
年
ご
退
職
時
に
『
伝
承
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
歩
く

日
本
文
化

の
原
風
景
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
一
月
）・『
神
話
の
中
世
』（
三
弥
井

書
店
、
同
年
同
月
）・『
神
語
り
・
昔
語
り
の
伝
承
世
界
』（
第
一
書
房
、
同

年
二
月
）
と
い
う
三
冊
の
著
書
を
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
先
に
記
し
た
よ

う
な
研
究
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
進
展
さ
せ
て
、
七
十
歳
代
に
は
『
曽
我
物
語

の
成
立
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、『
神
語
り
の
誕
生

折
口
学
の

深
化
を
め
ざ
す
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
八
十
歳
代
に
は
『
昔
話

か
ら
御
伽
草
子
へ

室
町
物
語
と
民
間
伝
承
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
五

年
）、『
放
鷹
文
化
と
社
寺
縁
起

白
鳥
・
鷹
・
鍛
冶
』（
三
弥
井
書
店
、
二

〇
一
六
年
）
と
し
て
結
実
さ
れ
、
次
々
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
学
位
論

文
で
は
『
神
道
集
』
所
載
説
話
成
立
を
追
究
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
八
十

五
歳
時
に
刊
行
さ
れ
た
『
安
居
院
作
『
神
道
集
』
の
成
立
』（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
で
は
複
雑
な
神
仏
習
合
思
想
の
系
譜
を
辿
っ
て
作
品
の
編
纂

・
編
者
の
問
題
に
迫
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
ご
逝
去
の
前
後
に
は
『
英
雄
伝
承
の
誕
生

蒙
古
襲
来
の
時

代
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
四
日
）・『
日
本
と
「
琉
球
」

南
島
説
話
の
展
望
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
二
年
一
月
十
五
日
。
な
お
、
先
生

の
お
手
元
に
は
前
年
十
二
月
二
十
日
に
届
け
ら
れ
た
）
の
二
書
を
刊
行
さ
れ

て
い
る
。『
英
雄
伝
承
の
誕
生

蒙
古
襲
来
の
時
代
』
は
百
合
若
説
話
・
甲

賀
三
郎
譚
の
国
際
比
較
を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
日
本
の
英
雄
伝
承
の
独
自

性
を
蒙
古
襲
来
を
機
と
す
る
日
本
の
神
仏
習
合
思
想
の
変
貌
と
の
関
連
に
お

い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
。『
日
本
と
「
琉
球
」
南
島
説
話
の
展
望
』
は
『
南

島
説
話
の
研
究

日
本
昔
話
の
原
風
景
』
と
一
対
を
な
す
と
い
う
べ
き
も
の

で
、
日
本
中
世
の
伝
承
の
な
か
に
「
琉
球
」
の
伝
承
を
位
置
づ
け
よ
う
と
さ

れ
た
も
の
。
そ
の
共
通
す
る
伝
承
基
盤
と
し
て
鍛
冶
文
化
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
二
冊
の
大
著
を
重
厚
な
日
本
文
化
論
と
し
て
遺
さ
れ
た
。

先
生
は
こ
う
し
て
、
最
後
ま
で
研
究
者
と
し
て
生
き
ら
れ
た
。

先
生
は
常
に
新
た
な
研
究
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
、

作
者
の
個
性
表
出
と
す
る
文
学
観
に
も
と
づ
く
研
究
が
学
界
の
趨
勢
で
あ
っ

た
日
本
古
典
文
学
研
究
の
世
界
に
あ
っ
て
「
非
文
学
」
と
貶
め
ら
れ
る
よ
う

な
『
神
道
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
伝
承
文
学
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
そ

の
成
果
を
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
界
に
お
い
て
も
こ
う
し
た

一
二
二



研
究
が
認
め
ら
れ
て
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
後
年
、
先
生
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
・
編
集
さ
れ
た
『
講
座

日
本
の
伝
承
文
学
』
全
十
巻
（
三

弥
井
書
店
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
四
年
）
は
そ
の
大
き
な
潮
流
の
成
果
で
あ

る
。昔

話
・
伝
説
な
ど
の
民
間
説
話
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
著
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
四
月
、
先
生
と
稲
田
浩
二
氏
が
編
者
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
『
蒜
山
盆
地
の
昔
話
』（
三
弥
井
書
店
）
は
昔
話
集
と
し
て
画
期
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
市
町
村
地
域
の
悉
皆
調
査
に
近
い
き
め
細
か
な
調
査
を

実
施
、
民
間
説
話
を
語
ら
れ
た
ま
ま
に
本
文
化
、
そ
の
一
部
を
収
録
し
た
音

声
資
料
添
付
、
詳
細
な
解
説
を
収
録
な
ど
の
点
に
お
い
て
従
来
の
昔
話
集
に

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
昔
話
研
究
の
学
術
資
料
た
り
得
る

も
の
と
な
っ
た
。
先
生
は
昔
話
調
査
を
前
任
校
の
大
学
で
学
生
た
ち
へ
の
教

育
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
る
が
、
学
生
を
率
い
て
の

最
初
の
調
査
報
告
書
が
新
た
な
研
究
領
域
を
拓
く
学
問
的
意
義
あ
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
教
育
の
一
つ
と
し
て
の
昔
話
調
査
は
本
学
に
お
い

て
も
続
け
ら
れ
、
ゼ
ミ
の
受
講
生
に
呼
び
か
け
て
説
話
文
学
研
究
会
を
創
設

さ
れ
、
鳥
取
県
日
野
地
方
や
石
川
県
白
山
麓
地
方
な
ど
各
地
の
調
査
に
赴
か

れ
て
そ
の
報
告
書
を
刊
行
し
て
お
ら
れ
る
。

復
帰
翌
年
の
一
九
七
三
年
夏
か
ら
行
わ
れ
た
沖
縄
各
地
の
民
間
説
話
調
査

に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
。
沖
縄
で
は
市
町
村
単
位
の
地
域

調
査
が
い
ま
だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
岩
瀬
博
氏
や
遠
藤
庄
司
氏
（
本
学
卒
業

生
、
元
本
学
会
会
員
）
と
と
も
に
調
査
を
組
織
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
調
査
組
織
は
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
調
査
報
告
書
（
奄
美

地
域
を
含
め
た
）
と
し
て
「
南
島
昔
話
叢
書
」
全
十
巻
（
同
朋
舎
出
版
、
一

九
八
三
年
〜
）
を
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
も
学
術
資
料
に
ふ
さ
わ
し
い
書
物
で

あ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
、
土
地
の
こ
と
ば
で
語
ら
れ
た
そ
の
ま
ま
を
本
文
化

し
、
そ
れ
に
共
通
語
で
対
訳
が
付
さ
れ
て
い
る
。
声
の
こ
と
ば
を
重
ん
ぜ
ら

れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
た
研
究
成
果
が
先
に
触

れ
た
『
南
島
説
話
の
研
究

日
本
昔
話
の
原
風
景
』
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
民
間
説
話
の
分
類
案
を
構
想
さ
れ
、『
日
本
と
「
琉
球
」
南
島
説
話
の

展
望
』
に
は
そ
の
分
類
案
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
伝
説
大
系
』
全

十
五
巻
・
別
巻
二
巻
（
み
ず
う
み
書
房
）
も
日
本
の
伝
説
研
究
に
お
い
て
大

き
な
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
生
は
新
た
な
方
法
を
生
み
出
し
、
新
た
な
分
野
を
切
り

拓
く
先
駆
者
、
開
拓
者
と
し
て
長
年
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

先
生
の
研
究
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
と
し
て
共
同
の
研
究
の
場
、
共
通
の
研
究

の
場
を
重
視
し
、
多
く
の
研
究
会
・
学
会
を
設
立
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
大
学
院
生
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
に
は
む
つ
ひ
会
を
六
人
で
結
成

さ
れ
、
こ
れ
は
一
九
六
三
年
に
伝
承
文
学
研
究
会
と
名
称
を
変
え
て
い
る
。

一
九
六
八
年
に
は
昔
話
研
究
懇
話
会
設
立
の
中
心
の
一
人
と
な
ら
れ
、
一
九

八
九
年
の
学
会
化
（
日
本
昔
話
学
会
と
な
る
）
に
お
い
て
も
そ
の
中
心
に
な

っ
て
進
め
ら
れ
た
。
一
九
七
七
年
に
は
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
研
究
会
を
中
心

に
な
っ
て
設
立
、
二
〇
〇
〇
年
の
学
会
化
（
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
と
な

る
）
に
お
い
て
も
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
は
説
話
・
伝
承
学

会
、
一
九
八
四
年
に
は
巫
覡
盲
僧
学
会
を
中
心
と
な
っ
て
設
立
、
ま
た
一
九

福
田
晃
先
生
の
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問
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九
一
年
に
は
唱
導
文
学
研
究
会
を
設
立
さ
れ
た
（
論
集
『
唱
導
文
学
研
究
』

が
三
弥
井
書
店
よ
り
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
計
十
二
集
刊
行
さ

れ
て
い
る
）。
先
生
は
「
同
志
を
募
る
」
と
表
現
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に

研
究
仲
間
を
募
っ
て
学
界
に
大
き
な
潮
流
を
作
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
学
会
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

一
九
九
一
年
、
先
生
は
三
年
後
に
学
会
創
立
四
十
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

そ
の
記
念
事
業
計
画
を
提
案
さ
れ
た
。
事
業
案
の
柱
は
本
誌
の
年
二
回
刊
行

と
記
念
大
会
の
開
催
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
時
、
学
会
は
財
政
難
の
た
め

本
誌
を
年
一
回
し
か
刊
行
で
き
な
か
っ
た
。
先
生
は
常
々
、
大
学
院
生
・
卒

業
生
の
論
文
発
表
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
に
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
、
そ
の
機

会
を
増
や
し
た
い
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
誌
の
刊
行
費
を

捻
出
す
る
た
め
、
記
念
事
業
の
募
金
を
会
員
の
方
々
に
呼
び
か
け
て
三
年
間

で
三
百
万
円
を
集
め
て
基
金
に
す
れ
ば
年
二
回
の
刊
行
は
可
能
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
郵
便
局
の
定
期
預
金
利
息
は
年
率
約
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
く
、
そ
の
利
息
分
を
学
会
財
政
に
組
み
込
め
ば
年
二
回
の
刊
行
は

た
し
か
に
実
現
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
先
生
の
案
を
も
と
に
立
て

ら
れ
た
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
計
画
案
が
評
議
員
会
・
総
会
に
お
い
て
提

案
さ
れ
て
承
認
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、
記
念
事
業
を
前
倒
し
す
る
か
た
ち

で
本
誌
は
年
二
回
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
高
利
息
は

数
年
間
維
持
さ
れ
て
基
金
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
得
た
が
、
そ
の

後
の
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら
か
な
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
少
し
前
か
ら
文
学
部
か
ら
の
補
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
日
ま
で
年
二
回
の
刊
行
が
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ

は
先
生
の
こ
う
し
た
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
で
は
こ
の
間
の

事
情
を
ご
存
じ
の
方
も
ほ
と
ん
ど
お
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
公

式
の
学
会
史
に
は
書
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
事
柄
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
機
会

に
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。（
な
お
、
本
誌
刊
行
の
創
立
時
か
ら
の
変
遷

に
つ
い
て
は
本
誌
第
六
十
一
号
の
拙
稿
「〈
立
命
館
大
学
日
本
文
学
専
攻
・

日
本
文
学
会
年
表
〉」
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。）

こ
の
よ
う
に
、
先
生
の
生
涯
は
ま
さ
に
研
究
一
筋
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

（
ま
し
も
・
あ
つ
し
）

一
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